
　

昨
今
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ（
情

報
技
術
）
の
発
展
・
普
及
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
・
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が
地
球
規
模
で
進
み
、経
済
・
社

会
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
始
め
た
。
こ
の
変
化
に
乗

り
遅
れ
た
日
本
の
製
造
業
は
縮
小
が
続
き
、
代
わ
っ

て
中
国
が
「
世
界
の
工
場
」
と
し
て
急
激
な
発
展
を

遂
げ
、
モ
ノ
作
り
大
国
日
本
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
っ
て

い
る
。

　

日
本
の
産
業
構
造
は
大
都
市
が
研
究
・
開
発
（
頭

脳
）、
地
方
は
モ
ノ
作
り
（
手
足
）
で
、
し
か
も
大
企

業
ご
と
に
縦
に
統
合
さ
れ
て
い
る
の
が
代
表
的
な
パ

タ
ー
ン
で
あ
り
、
日
本
の
強
み
は
総
合
力
と
い
う
大

企
業
中
心
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
支
え
て
き
た
。
し
か

し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
で
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
現

象
が
始
ま
る
と
、
個
々
の
機
能
ご
と
の
競
争
力
が
問

わ
れ
、
誰
に
で
も
出
来
る
特
徴
の
な
い
も
の
や
弱
い

も
の
、
中
途
半
端
な
も
の
は
縮
小
、
消
滅
す
る
方
向

に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
央
主
導
型
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
構
造

は
、企
業
だ
け
で
な
く
地
方
自
治
体
に
も
ひ
し
ひ
し
と

迫
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
地
方
は
画
一
性
か
ら
独

自
の
特
徴
を
磨
き
、
地
域
の
価
値
を
創
造
し
競
争
社

会
に
お
け
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
や
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
用

意
で
き
て
い
な
い
と
存
続
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　

画
一
的
な
横
並
び
地
域
に
Ｉ
Ｔ
が
導
入
さ
れ
る

と
、
さ
ら
な
る
均
一
化
が
進
み
、
ス
ト
ロ
ー
現
象
が

起
き
て
、
地
方
の
富
は
さ
ら
に
中
央
の
強
者
に
吸
い

取
ら
れ
る
。

　

地
方
の
空
洞
化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
こ
と
は
、

製
造
品
出
荷
額
の
占
め
る
電
気
機
械
工
業
の
割
合
で

あ
る
。
こ
の
割
合
は
全
国
平
均
で
約
二
○
％
、
東
北

地
方
で
約
三
五
％
、
山
形
県
で
約
四
五
％
、
米
沢
市

で
は
な
ん
と
約
七
五
％
も
占
め
て
い
る
。
こ
の
電
気

機
械
工
業
製
品
の
大
部
分
は
、
賃
金
水
準
が
日
本
の

二
十
分
の
一
と
い
う
中
国
で
も
十
分
に
作
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
地
方
の
空
洞
化
を
ま
す
ま
す
加
速
し

て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
等
、
競

争
市
場
経
済
の
環
境
下
、
日
本
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
か
ら
地
域
や
企
業
が
生
き
延
び
て
い
く
た
め
に

は
、
今
後
お
の
お
の
が
ど
の
よ
う
な
改
革
を
計
画
、

実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
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変
革
の
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル

内
需
型
、
ニ
ッ
チ
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
高
齢
化
社
会
、
循

環
型
環
境
、
技
術
開
発
型
、
産
学
連
携
、
生
活
者
の

視
点
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー（
地
域
社
会
）、コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
協
業
）、
バ
ー
チ
ャ
ル
（
仮
想
）、
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
（
問
題
解
決
）、
Ｉ
Ｔ
技
術
等
で
あ
る
。

　

地
域
や
そ
こ
で
暮
ら
す
生
活
者
が
抱
え
る
課
題
を

こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
考
え
て
み
る
と
、
本
質
が

よ
く
見
え
て
く
る
。
欧
米
型
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
文

化
は
、
地
域
の
高
齢
者
や
主
婦
が
そ
の
地
域
の
文
化

や
生
活
様
式
と
融
合
さ
せ
て
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
恩
恵
を
地
域
や
生
活
者
が
受
け
る
。
モ
ノ
を
作

る
こ
と
以
上
に
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々
に
必
要
な
コ

ン
テ
ン
ツ
（
内
容
）
や
サ
ー
ビ
ス
・
運
用
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。

　

地
域
や
生
活
者
の
問
題
は
大
企
業
や
中
央
官
庁
が

解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
に
住
む
人
々
が

知
恵
を
出
し
合
い
、
共
に
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。従
来
の
生
活
様
式
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

Ｉ
Ｔ
と
融
合
し
て
新
し
い
文
化
を
生
み
出
す
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
発
展
さ
せ
る
可

能
性
が
出
て
く
る
。
数
年
先
の
少
子
高
齢
化
成
熟
社

会
と
地
域
の
特
徴
、
特
性
、
例
え
ば
米
沢
な
ら
雪
と

伝
統
文
化
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
医
療
、
介
護
、
福
祉
、

教
育
、環
境
、商
店
対
策
等
を
住
民
主
体
と
な
っ
て
問

題
の
解
決
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
構
築�

でん縁都市構想・米沢
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次
に
、
地
域
再
生
の
キ
ー
と
し
て
重
要
な
こ
と
は

地
域
の
価
値
の
再
認
識
、
発
見
と
創
出
で
あ
る
。

　

企
業
な
ら
お
互
い
の
強
み
を
生
か
し
た
地
域
企
業

の
仮
想
連
携
、
さ
ら
に
他
地
区
と
の
ネ
ッ
ト
連
携
に

よ
る
仮
想
共
同
体
と
し
て
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
、
大

学
を
核
と
し
た
新
産
業
創
出
や
地
域
の
一
次
産
業
や

伝
統
工
芸
等
の
価
値
を
生
か
し
た
複
合
立
体
型
（
二

次
、
三
次
産
業
の
協
業
）
に
よ
る
新
た
な
価
値
創
出

で
あ
る
。

　

Ｉ
Ｔ
革
命
や
新
し
い
変
革
は
、
我
々
が
理
解
で
き

な
い
ま
ま
に
、
世
界
同
時
に
、
し
か
も
猛
ス
ピ
ー
ド

で
進
行
す
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
準
備
を
怠
る
と
な

か
な
か
取
り
返
せ
な
い
こ
と
が
起
き
る
。
今
の
日
本

を
見
る
と
そ
の
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

　

Ｉ
Ｔ
革
命
に
気
が
つ
い
た
人
が
、行
動
を
起
こ
し
、

地
域
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
を
策
定
・
提
案
し
、
さ
ら
に
地
域

価
値
を
創
造
す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
・
試

行
す
べ
き
で
あ
る
。「 
で 
ん
縁
都
市
構
想
・
米
沢
ビ
ジ

※
１

ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
社
会
の
変
革
に
気
が
つ

い
た
地
域
の
有
志
の
集
ま
り
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年

十
月
に
誕
生
し
た
。「
で
ん
縁
都
市
構
想
」
と
は
二
十

一
世
紀
の
都
市
づ
く
り
を
構
想
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

構
想
と
し
て
第
一
に
、
Ｉ
Ｔ
を
戦
略
的
に
活
用
し

て
地
域
社
会
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
豊
か
さ
を
再
構

築
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
第
二
に
、
従
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
盤
、
交
通
基
盤
に
加
え
て
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
サ
ー
基
盤
を
加
味
し
た
都
市
計

画
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
推
進
す
る
。
第
三
に
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
介
し
た
他
地
域
と
の
戦
略
連
携
、
情
縁

共
同
体
、
新
経
済
圏
の
先
駆
的
モ
デ
ル
の
構
築
を
試

み
る
。
こ
れ
ら
の
着
想
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
生
活
者

の
視
点
に
立
っ
た
実
験
と
し
て
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

参
観
」
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
カ
メ
ラ
で
と
ら
え
た

保
育
園
の
様
子
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
応
用
と
し
て
、
高

齢
者
の
介
護
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
買
い
物
、
病

院
の
予
約
シ
ス
テ
ム
を
計
画
中
で
あ
る
。

　

地
域
企
業
の
活
性
化
で
は
東
京
商
工
会
議
所
渋
谷

地
区
Ｉ
Ｔ
推
進
協
議
会
と
の
商
談
会
や
、
他
地
区
と

の
交
流
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
企
業
ポ
ー
タ
ル
の

立
ち
上
げ
、
山
形
大
学
工
学
部
を
中
心
と
し
た
産
学

共
同
開
発
等
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

　

で
ん
縁
都
市
構
想
の
実
証
実
験
を
通
し
て
、
地
域

情
報
化
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定
・
提
案
す
る

と
共
に
、
生
活
者
の
視
座
で
地
域
の
問
題
に
取
り
組

み
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
や
地
域
特
産

物
の
発
掘
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

最
後
に
、
で
ん
縁
都
市
構
想
活
動
が
日
本
全
国
に

広
が
る
こ
と
を
願
い
、
中
央
主
導
型
か
ら
市
民
主
導

型
の
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

※
１　

 
【
で
ん
縁
都
市
構
想
】「
で
ん
」
は
田
・
伝
・
電
の
意
。

　
「
田
」
は
自
然
の
共
生
、
大
地
の
恵
み
、
循
環
型
社
会
の

価
値
と
関
係
性
の
尊
重
を
象
徴
す
る
。

　
「
伝
」
は
伝
統
的
価
値
（
正
義
・
殖
産
振
興
・
人
づ
く
り
）

文
化
・
風
土
的
価
値
の
尊
重
と
未
来
へ
の
展
望
（
火
種
）

を
象
徴
す
る
。

　
「
電
」
は
科
学
技
術
や
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
価

値
と
関
係
性
を
象
徴
す
る
。

　
「
縁
」
は
そ
れ
ら
を
結
ぶ
関
係
性
、
つ
ま
り
二
十
一
世
紀

の
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
源
泉
を
表
す
。
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【でん縁都市構想HP】
http://www.yonezawa-bno.com
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http://www.e-yone.co.jp
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